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争点
１．本件記事を掲載した本件雑誌の発行行為が不法行為に該当するか。
　＜原告の主張＞
　犯罪を犯したと疑われた者が被疑事実について実名報道されると、憲法１３条により保障されたプライバシー権、氏名肖像権、名誉権が侵害される結果となり得る。
　＜被告の主張＞
　本件事件は稀に見る非道な通り魔事件であり、社会一般に大きな不安を与えた事件であるので、明らかに「少年の保護」よりも「社会的利益」が強く優先し、被疑者たる原告の推知報道は少年法６１条に反するものではない

２．原告の被告に対する慰謝料請求は認められるか。
　＜原告の主張＞
　被告らによる本件違法行為により原告は著しい精神的苦痛を負い、将来社会の中で自ら成長していこうとする意欲を減退させられた。また、被告らは従前より同種の違法行為を繰り返しており、今後の同種の行為を抑制するべく被告らに対し２０００万円の制裁的慰謝料の支払いを命じ、さらに弁護士費用として２００万円を請求。
　＜被告の主張＞
　制裁的賠償については、賠償額が固定的でなく予測が難しいこと、金額の算定に当たり大幅な自由裁量が認められていること、被害者が予想外の大金を獲得するのは不公正で不当利益であること等の多くの問題があるから、認められるべきではない。
